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1 比較的重篤と報告された短期の健康異常�
①明らかに重篤なもの　20/3264人＝0.61％�

②おそらくG-CSF関連で一過性のもの　8/3264＝0.25％�

3～10日目�
4日目�

11～36日目�
19日目�

肝機能異常�
食欲不振、吐気、嘔吐�

7�
1

③おそらく採取関連で一過性のもの　19/3264＝0.58％�

2～6日目�
4日目�
4日目�
4日目�
7日目�
9日目�

8～111日目�
4～5日目�
6日目�
6日目�
13日目�
10日目�

血小板減少�
迷走神経反射�
テタニー�
四肢知覚異常�
刺入部血腫�
偏頭痛�

13�
2�
1�
1�
1�
1

2～4日目�
14日目�
7日目�
3日目�
23日目�
4日目�
8日目�

3～25日目�
2日目�

2～7日目�
7日目�

4～6日目�
―�

9日目�
5日目�
48日目�
25日目�
16日目�

6～70日目�
19日目�

12～32日目�
62日目�

狭心症様発作�
深部静脈血栓�
腹水、心嚢液貯留、全身浮腫�
血痰�
くも膜下血腫（手術）�
後腹膜血腫/貧血（手術）�
出血性胃潰瘍�
間質性肺炎�
胆石胆嚢炎/痛風発作（手術）�
発熱又は感染症�
椎間板ヘルニア�

4�
1�
1�
1�
1�
1�
1�
2�
1�
6�
1

神田 善伸著「インフォームドコンセントのための図説シリーズ　造血幹細胞移植」�（2009年10月30日初版発行）をベースに作成�

採取部位�

1

2

3

※採取後、ドナーさんへの健康上のフォローアップを行います。� ※採取後、ドナーさんへの健康上のフォローアップを行います。�

・経験が多く、安定している�

・ドナーさんの自己血採血の必要があり、�
コーディネート期間が 長くなる可能性がある�

・国内では血縁者で既に実施　・自己血採血や全身麻酔下での手術が不要�

・全身麻酔による副作用�
・穿刺部の痛み、感染、出血�
・自己血採血を要することが多い�

・大量G-CSFの副作用　・採取中の合併症　・採取による血小板減少�
・大量G-CSF投与の長期安全性が不明�

・再生不良性貧血、小児患者で選択される�
 傾向有り�

・進行期白血病、感染を持つ患者、 高齢者のミニ移植で選択される傾向有り　・造血回復が早い�
・GVL効果（※1）が増強される可能性がある　・免疫回復が早い可能性がある�
・ドナーさんの自己血採血が不要なため、コーディネート期間短縮の可能性がある�

・急性GVHD（※2）がわずかに増加する可能性がある　・慢性GVHDが増加する�

※1 ドナーのリンパ球が白血病細胞を攻撃する効果�
※2 ドナーのリンパ球が患者の身体を攻撃する病気�

　
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
で
は
、比
較
的

重
篤
と
報
告
さ
れ
た
短
期
の
健
康
異

常
が
あ
り
ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
の
ド
ナ
ー

さ
ん
が
回
復
し
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
１

参
照
）。
過
去
に
海
外
で
採
取
後
に
脾

臓
が
大
き
く
腫
れ
て
破
裂
し
、手
術
し

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
破
裂
に

至
る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
で
す
が
、脾

臓
が
一
過
性
に
腫
れ
る
こ
と
は
G-

C
S
F
投
与
で
は
比
較
的
よ
く
み
ら

れ
ま
す
。
�

　
そ
の
他
、重
篤
で
は
な
い
が
採
取
と

の
関
連
が
否
定
で
き
な
い
副
作
用
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

ま
た
、一
時
的
に
血
液
を
取
り
出
し
て

身
体
に
戻
す
の
で
、そ
の
時
に
使
用
す

る
薬
剤
に
よ
っ
て
、と
き
に
唇
や
指
先
�

な
ど
に
し
び
れ
を
感
じ
る（
低
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
）こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�

　
「
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
と
の
因
果
関

係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
否
定
で
き
な

い
」
と
さ
れ
た
採
取
後
３０
日
以
内
の
死

亡
事
例
は
11
例
把
握
さ
れ
て
い
ま
す（
海

外
事
例
）。
い
ず
れ
も
ド
ナ
ー
さ
ん
が

高
齢
で
あ
っ
た
り
、基
礎
疾
患
を
有
し

て
い
た
等
、何
ら
か
の
危
険
因
子
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す（
非
血
縁
者
間
で

の
死
亡
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。

日
本
の
血
縁
者
間
末
梢
血
幹
細
胞
ド
ナ
ー

に
お
い
て
は
、日
本
造
血
細
胞
移
植
学

会（
以
下
、学
会
）が
設
定
し
た
適
格
基

準
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
採
取

を
行
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、採
取
中
な

ら
び
に
採
取
後
３０
日
以
内
の
死
亡
も
�
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2 その他、重篤ではないが採取との関連が否定できない副作用�

嘔吐�

悪心�

食欲不振�

不眠�

頭痛�

倦怠感�

骨痛�

無� 軽度� 中等度�

●末梢血幹細胞移植が医療保険適用となる。�
●日本造血細胞移植学会が血縁末梢血幹細胞ドナーのフォローアップ事業を開始する。�
�
●骨髄移植推進財団（以下財団）が末梢血幹細胞移植に関する小委員会を設置し、開始判断について検討を開始する。�
�
●国が審議会を設置し、造血幹細胞移植全般についての審議が始まる。�
●学会の血縁末梢血幹細胞ドナーフォローアップ事業の中間報告を踏まえ、非血縁者間への導入時期及び導入方法について
検討が必要であるとされる。�
�
●血縁末梢血幹細胞ドナーが急性白血病で死亡するという事例があり、学会が因果関係について調査を行うこととなる。 �
●審議会における検討が開始されたことから、財団の小委員会が休止となる。�
�
●国の審議会で学会からドナーフォローアップ事業の調査報告が行われ、「白血病等の発生率は骨髄ドナーと比べて差がなく、
Ｇ－ＣＳＦがドナーに白血病を発症させるかもしれないという懸念については、ほぼ否定されたと考えられる。その他の中・長期の
健康上の問題についても末梢血幹細胞採取との因果関係が明らかなものはない」と報告があり、財団において具体的な課題
の検討を速やかに進めることとされた。　�
●厚生労働科学研究班が立ち上がり、非血縁者間の導入に向けて研究を開始する。�
�
●財団は「PBSCTに関する委員会」を設置し、骨髄バンク事業として末梢血幹細胞移植を導入した際の実施方法等について
具体的な検討を行う。�
�
●財団の末梢血幹細胞移植に関する委員会が中間答申を行う。�
●非血縁者間末梢血幹細胞移植を実施するために必要な診療報酬が認められる。�

2000年�

2001年�

2002年�

2003年�

2008年�

2009年7月�
～2010年2月　�

2010年�
3月～4月�

本紙に掲載している用語を分かりやすく解説しています。�

病気に冒され、正常な血球を造れなくなった造血幹
細胞（白血球、赤血球、血小板のもとになる細胞）を
健康なものに置き換える治療法。現在は骨髄移植、
末梢血幹細胞移植、さい帯血移植がある。�

ドナーの皮膚から腸骨に専用の針を刺し、注射器で
骨髄から吸引した骨髄液を数時間かけて患者の静
脈へ点滴で注入する治療法。�

英語の略語でPBSCTともいう。造血幹細胞は通常
は骨髄の中にあり、末梢血（体を流れている血液)の
中にはほとんど存在しないが、顆粒球コロニー刺激
因子(G-CSF）という白血球を増やす薬を注射すると、
末梢血中にも増加する。連日皮下注射して、4また
は5日目にアフェレーシス（血液成分分離装置を用
いて造血幹細胞を採取)をし、骨髄移植と同様の方
法で患者に移植する治療法。�

顆粒球コロニー刺激因子ともいう。白血球を増加させ
る薬剤。がんの患者における化学療法後の白血球減少
に対しての治療や、末梢血幹細胞移植において、ドナー
の末梢血から造血幹細胞を採取するために用いられる。�

供血者の血液を連続血球分離装置に通し、必要に
応じて血小板、赤血球、白血球、血漿の各成分を取り
出したうえで、残りを供血者に戻す処理のこと。採
取された成分により、成分輸血や末梢血幹細胞移植
などに用いられる。�

し
く
は
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す
よ
う

な
事
例
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、

健
康
な
方
に
対
す
る
数
十
年
と
い
っ
た

長
期
的
な
影
響
に
関
し
て
は
、
G-

C
S
F
が
1
9
9
1
年
に
国
で
承
認

さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
、十
数
年
で
あ

る
こ
と
も
あ
り
、十
分
な
デ
ー
タ
は
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
学
会
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
「
5
年
程
度
の
観
察
で
は
、

G-

C
S
F
使
用
が
が
ん
発
生
を
助
長

す
る
可
能
性
は
否
定
的
と
考
え
ら
れ
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
）�

�

１
、２
、（
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
　
同
種
末
梢
血
幹

細
胞
ド
ナ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
よ
り
２
０
０
０
年
４
月

〜
２
０
０
５
年
３
月
）�



2000

移植数�
（例）�

年�

2001

2002

2003�
�
2004

2005

2006

2007

2008

世界における非血縁者間造血幹細胞移植数�

さい帯血�

末梢血幹細胞�

骨髄�

69.9%

59.4%

43.4%

37.4%

32.2%

28.6%

25.8%

24.2%

22.4% 7.7%

30.7% 9.9%

38.3% 9.5%

43.5% 13.1%

49.2%

49.4%

51.6%

51.8%

54.6%

13.4%

18.4%

19.8%

22.4%

21.2%

3
0
0
0

6
0
0
0

9
0
0
0

1
2
0
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0
0

4
0
0
0

7
0
0
0

8
0
0
0

1
0
0
0
0

1
1
0
0
0

1
3
0
0
0

1
4
0
0
0

（WMDA　ホームページより情報引用）�

　
海
外
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、非
血
縁
者
間
末

梢
血
幹
細
胞
移
植
は
多
く
の
実
施
例
が
あ
り
、

標
準
医
療
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
一
日
も

早
く
こ
の
治
療
を
導
入
す
る
こ
と
で
、よ
り
多
く

の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。�

　
ド
ナ
ー
さ
ん
に
と
っ
て
は
、骨
髄
提
供
が
で
き

な
い
条
件
の
方
や
全
身
麻
酔
に
不
安
を
感
じ
る

方
も
提
供
が
可
能
と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
期
間
短
縮
の
可
能
性
が
あ
り
、骨
髄

移
植
の
有
効
な
代
替
手
段
と
な
り
え
ま
す
。
ま

た
、採
取
施
設
に
と
っ
て
も
、制
約（
採
取
時
の

手
術
室
や
麻
酔
医
の
確
保
）の
緩
和
が
で
き
移

G-CSFを注射すると造血幹細胞が増えます。�

�


